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＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜目的＞

＜成果＞

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 株式会社ラグーナ出版

住　所 鹿児島市西千石町３番２６号３階

4610101851

森越まや

2023年度電話番号 099-219-9750

連携先企業名 創文社印刷 担当者名 会長　迫田寅雄

当社は創業55年の地域密着型印刷所です。10年以上前から、ラグーナの社員、利用者のみなさんとは、お互いの得意分野を生かして、パン

フレット、リーフレット、チラシ、書籍、論集等を共同で制作し、企業、病院、官公庁に納品しています。納品先の評価も高く、福祉事業所

というよりよきパートナーとして信頼しています。個別の仕事では、社員、利用者とメールや対面で接していますが、DTPの知識があり、説

明が的確で、分かりやすいためスムーズなやり取りができています。

課題は、出版不況、ペーパーレスが進むなかで、紙のメリット・デメリットを明確にして顧客をいかに獲得していくか、原材料の高騰による

価格の上昇のなかでの値段の設定です。相談の上、適切な価格を設定し、品質とサービスで地域の方々への貢献できるように取り組んでいき

ます。

1)出版活動では、利用者主導でつくる定期刊行雑誌「シナプスの笑

い」(年3回)を刊行。企画立案、編集会議、 デザイン、販促活動、納

品、事務処理に対象者がかかわっている。メンタルヘルス、障害者雇

用、自費出版本を刊行し読者に届けている。 地域連携ではイベントへ

の参加、制作では印刷所、営業では書店・取次との商談等に利用者が

かかわっている。

 2)鹿児島の官公庁、大学、病院、一般企業から、名刺、冊子、記念誌

等、リーフレット等を受注。 受注、利用者業務はデザイン、制作、検

品、納品、事務処理。

 3)イベントでは触れ合い交流会、友愛フェスティバルなどの福祉イベ

ント、KTSはじめて箱、書籍刊行イベントなどの自社主催イベント、

生命のまつりなどの一般イベントなど24大会に参加。利用者は会場設

営、商品製作、販売、事務処理にかかわっている。

コロナの制限が緩和され、イベントも増え、地域交流の機会も増え

た。人とのつながりを通して、自己効力感(自分は役に立っていると

いう感覚)を育てることを目的とした。地域の方々のメリットは実際

に会うことで精神障害者に対する偏見の解消が得られ、利用者のメ

リットは地域における役割の自覚と責任、仕事を通して安定した生活

が病気の回復に役立つことを目的とした。

以下の弊社フェイスブックにて、地域交流の様子を記載しています。

ご覧ください。

https://ja-jp.facebook.com/LagunaPublishing/

各部署の業務を分解し、本人の強みに応じて適材適所に配置するこ

と、体力(体、頭、気、薬の疲れ具合)に応じた勤務時間数を個別に相

談するなかで、スタッフも利用者も病の回復が業務内容、勤務時間数

で確認できるようになった。また、地域における役割を理解すること

で、感謝の心と自信が深まった。コロナで落ち込んだ売り上げも徐々

に回復し、出版、名刺・小冊子制作、製本すべての部門において収益

アップにつながった。 本年も地域精神医療について患者、専門家両方

の視点から考えた本、郷土本などを刊行する。

連携先の企業等の意見または評価

様式１ 



2024 年 4 月 19 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

＜目的＞

＜成果＞

連携先企業（担当者） 創文社印刷（会長　迫田寅雄）

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 株式会社ラグーナ出版 事業所番号 4610101851

当社は創業55年の地域密着型印刷所です。10年以上前から、ラグーナの社員、利用者のみなさんとは、お互いの得意分野を生かして、パ

ンフレット、リーフレット、チラシ、書籍、論集等を共同で制作し、企業、病院、官公庁に納品しています。納品先の評価も高く、福祉事

業所というよりよきパートナーとして信頼しています。個別の仕事では、社員、利用者とメールや対面で接していますが、DTPの知識があ

り、説明が的確で、分かりやすいためスムーズなやり取りができています。

課題は、出版不況、ペーパーレスが進むなかで、紙のメリット・デメリットを明確にして顧客をいかに獲得していくか、原材料の高騰によ

る価格の上昇のなかでの値段の設定です。相談の上、適切な価格を設定し、品質とサービスで地域の方々への貢献できるように取り組んで

いきます。

入社して約３年です。最初は別の部署にいましたが視線が気になり、視線の気にならない事務部への異動で、体調が安定してきました。日

報では、睡眠時間、服薬、業務前後の体調、気分の安定、集中力を記入し、スタッフと相談しますが、気分の浮き沈みや疲れを自分でわか

るようになり、勤務も週2日、１日３時間から、週５日、１日６時間働けるようになりました。業務は、会計ソフトを使っての経理処理、

勤怠管理など責任が重いですが、スタッフと、税理士事務所の方にも相談できるので知識と技能の向上に役立っています。課題は、一般就

労（障害車庫用）か、会社規程の準社員かを今後相談しながら、考えているところです。

利用者からの意見・評価

住　所 鹿児島市西千石町３番２６号３階 管理者名 森越まや

連携先の企業や事業所等の意見または評価

電話番号 099-219-9750 対象年度 2023年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

各部署の業務を分解し、本人の強みに応じて適材適所に配置するこ

と、体力(体、頭、気、薬の疲れ具合)に応じた勤務時間数を個別に

相談するなかで、スタッフも利用者も病の回復が業務内容、勤務時

間数で確認できるようになった。課題は、気候における体調変化へ

の対処、家庭の問題での相談をどこまで踏み込むかが課題である。

編集部（校正課・デザイン課）、事務部（経理課・事務課）、営業

部、制作部の４部6課に部署を分け、各部署の業務を分解して、それ

ぞれの強みに合わせて配置し、仕事を行った。大会参加では、制

作、販売、会場設営、事務経理の役割を明確にしイベントを開催し

た。

コロナの制限が緩和され、地域交流の機会も増えた。人とのつなが

りを通して、自己効力感(自分は役に立っているという感覚)を育て

ることを目的とした。利用者のメリットは地域における役割の自覚

と責任、仕事を通して安定した生活が病気の回復に役立つことを目

的とした。

以下の弊社フェイスブックにて、地域交流の様子を記載していま

す。ご覧ください。

https://ja-jp.facebook.com/LagunaPublishing/

様式２ 
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点 （※）８項目の合計点に応じた点数 （注2）5以上:15点、4～3：5点、2点以下：0点

○ 点

1事例以上ある場合:10点

○

③在宅勤務に係る労働条件及び服務規律

○

点

○
期限内に提出していない場合:-50点

⑤短時間勤務に係る労働条件

○

⑥時差出勤制度に係る労働条件

点

1事例以上ある場合:10点

○

○

7 点
（※）８項目の合計点に応じた点数 （注1）5以上:15点、4～3：5点、2点以下：0点

点数

労働時間 5点 20点 30点 40点 55点 65点 80点 90点

生産活動 ⁻20点 ⁻10点 20点 40点 50点 60点 合計

多様な働き方 0点 5点 15点

支援力向上 0点 5点 15点

地域連携活動 0点 10点 点

経営改善計画 0点 ⁻50点

0点 10点

様式２－１

2024

就労継続支援Ａ型事業所におけるスコア表（全体）

事業所名 株式会社ラグーナ出版 事業所番号 4610101851

住　所 鹿児島市西千石町３番２６号３階 管理者名 森越　まや

電話番号 099-219-9750 対象年度 2023年度

⑧1日の平均労働時間が２時間未満 　　　１回以上の場合

①90点 ②80点 ③65点 ④55 点 ⑤40点 ⑥30点 ⑦20点 ⑧5点

⑦1日の平均労働時間が２時間以上３時間未満

（Ⅰ）労働時間 （Ⅳ）　支援力向上（※）

①1日の平均労働時間が７時間以上

55

5

②1日の平均労働時間が６時間以上７時間未満 　　　参加した職員が１人以上参加している

③1日の平均労働時間が５時間以上６時間未満

④1日の平均労働時間が４時間30分以上５時間未満 　　　１回以上の場合

⑤1日の平均労働時間が４時間以上４時間30分未満

⑥1日の平均労働時間が３時間以上４時間未満

（Ⅱ）生産活動 　　　人事評価結果に基づき定期に昇給を判定する
　　　制度を設け、全ての職員に周知している

　

①過去３年の生産活動収支がそれぞれ当該各年度に利用者に
支払う賃金の総額以上

○

60

③過去３年の生産活動収支のうち前年度における生産活動収
支のみが前年度に利用者に支払う賃金の総額以上

　
　　　過去３年以内の福祉サービス第三者評価を
　　　受審しており、結果を公表している。

②過去３年の生産活動収支のうち前年度及び前々年度の各年
度における生産活動収支がそれぞれ当該各年度に利用者に支
払う賃金の総額以上

　 　　　ピアサポーターを職員として配置している

④過去３年の生産活動収支のうち前々年度における生産活動
収支のみが前々年度に利用者に支払う賃金の総額以上

⑤過去３年の生産活動収支のうち前年度及び前々年度の各年
度における生産活動収支がいずれも当該各年度に利用者に支
払う賃金の総額未満

　　　都道府県知事が適当と認める国際標準化規格が定めた
　　　規格その他これに準ずるものの認証を受けている

小計（注2）

①60点 ②50点 ③40点 ④20点 ⑤－10点 ⑥－20点 （Ⅴ）地域連携活動

（Ⅲ）多様な働き方（※）
地域の事業者と連携した付加価値の高い商品開発、企業や官公庁
等での生産活動等地域社会と連携した活動を行い、その結果をイ
ンターネット等により公表している

○ 10

／２００点

利用者の知
識・能力向上

155

　　　　　就業規則等で定めている

　　　　　就業規則等で定めている

小計（注1）

項目

15

　　　　　就業規則等で定めている

　　　　　就業規則等で定めている （Ⅵ）経営改善計画

経営改善計画の提出を求められていない。または、経営改善計画
の提出を求められているが、指定された期日までに提出してい
る。

○ 0　　　　　就業規則等で定めている

④フレックスタイム制に係る労働条件

①研修計画に基づいた外部研修会又は内部研修会

②研修、学会等又は学会誌等において発表

③視察・実習の実施又は受け入れ

④販路拡大の商談会等への参加

⑤職員の人事評価制度

　　　 いずれか一方のみの取組を行っている

⑦有給休暇の時間単位取得又は計画的付与制度

⑧傷病休暇等の取得に関する事項

⑥ピアサポーターの配置

⑦第三者評価

⑧国際標準化規格が定めた規格等の認証等

①免許・資格取得、検定の受検勧奨に関する制度

②利用者を職員として登用する制度

　　　　　就業規則等で定めている

（Ⅶ）利用者の知識・能力向上

　　　　　就業規則等で定めている 前年度において、就労継続支援Ａ型事業所等が利用者の知識及び
能力の向上に向けた支援を行い、当該支援の具体的な内容を記載
した報告書を作成し、インターネットの利用その他の方法により
公表している。

○ 10

　　　　　就業規則等で定めている

⑥過去３年の生産活動収支がいずれも当該各年度に利用者に
支払う賃金の総額未満

　



前年度（2023年度）

時間 人 時間

　 会計期間（　8月～　7月）

前々々年度（2020年度）

円 円 円

前々年度（2021年度）

円 円 円

前年度　（2022年度）

円 円 円

前年度（2023年度）における取組（全体表「（Ⅲ）多様な働き方」の各項目において「就業規則等で定めている」と選択した場合に記載）

◎免許・資格取得、検定の受検勧奨 ◎利用者を職員として登用する制度を 在宅勤務に係る労働条件及び服務規律

に関する制度を定めている 定めている に関する制度を定めている

◎フレックスタイム制に係る労働条件を ◎短時間勤務に係る労働条件を ◎時差出勤制度に係る労働条件を

定めている 定めている 定めている

◎有給休暇の時間単位取得または、計画的付与制度 ◎傷病休暇等の取得に関する事項を

を定めている 定めている

前年度（2023年度）における取組（全体表「（Ⅳ）支援力向上」の各項目に取組あり選択とした場合に記載）

◎研修計画を策定している ◎研修、学会等又は学会誌等において ◎先進的事業者の視察・実習の実施している

◎外部研修、もしくは内部研修を 　１回以上発表している もしくは、他の事業所の視察・実習を受け入れている

１回以上実施している。 ※研修、学会等名 視察

　  実施日 鹿児島国際大学などの教員、学生、中小企業家同友会

※研修名 感染症対策、虐待防止、支援の視点など ※学会誌等名

  研修講師  掲載日

  実施日・受講者数  発表テーマ

◎販路拡大の商談会や展示会等へ１回以上 ◎職員の人事評価制度を整備している ◎ピアサポーターを配置している

参加している。 　 　 ◎当該人事評価制度を周知している ◎当該ピアサポーターは「障害者ﾋﾟｱｻﾎﾟｰﾄ研修」

※商談会等名 人事評価制度の制定日 年 月 日 　を受講している

 主催者名 人事評価制度の対象職員数 名 ※配置期間　　月　日～　月　日

 日時 うち昇給・昇格を行った者 名  就業時間

 内容 当該人事評価制度の周知方法  職務内容

◎前年度末日から過去３年以内に ◎ＩＳＯが制定したマネジメント

　福祉サービス第三者評価を受けている 　規格等の認証等を受けている

※評価を受けた日 月 日 　 ※認証を受けた日 月 日 　

 第三者評価機関  規格等の内容

◎指定権者である都道府県（指定都市・中核市）へ、

　経営改善計画書へ提出した。

※受理日 年 月 日 　

各項目について適宜、実績がわかる情報を追加すること。

④販路拡大の商談会等への参加 ⑤職員の人事評価制度 ⑥ピアサポーターの配置

⑦第三者評価 ⑧国際標準化規格が定めた規格等の認証等

（Ⅵ）　経営改善計画

1）定期商談　2）部決商談　3）出版商談

1）共同受注センター2）取次書店3)著者

1）月1〜５回　2）新刊時　5）依頼時

1）名刺、冊子、フライヤー等の商談。

2）書籍配本数　3）見積書作成。

⑦有給休暇の時間単位取得又は計画的付与制度 ⑧傷病休暇等の取得に関する事項

（Ⅳ）　支援力向上

①研修計画に基づいた外部研修会又は内部研修会 ②研修、学会等又は学会誌等において発表 ③視察・実習の実施又は受け入れ

（Ⅲ）多様な働き方

①免許・資格取得、検定の受検勧奨に関する制度 ②利用者を職員として登用する制度 ③在宅勤務に係る労働条件及び服務規律

④フレックスタイム制に係る労働条件 ⑤短時間勤務に係る労働条件 ⑥時差出勤制度に係る労働条件

収支 8,564,725

6,045,841

生産活動収入から経費
を除いた額

27,644,839
利用者に支払った賃金
総額

21,598,061 収支 6,046,778

生産活動収入から経費
を除いた額

30,148,010
利用者に支払った賃金
総額

24,102,169 収支

森越、川畑

3ヶ月に１回、７名

様式２－２

就労継続支援Ａ型事業所におけるスコア表（実績Ⅰ～Ⅳ、Ⅵ）

（Ⅰ）労働時間

雇用契約を締結していた全ての利
用者における延べ労働時間

25,862
雇用契約を締結していた延
べ利用者数

5,696
利用者の１日の平
均労働時間数

4.54

（Ⅱ）生産活動

生産活動収入から経費
を除いた額

30,070,280
利用者に支払った賃金
総額

21,505,555

６月、10月、2月の各20日

シナプスの笑い50〜52号

６月、10月、2月の各20日
当事者の視点から統合失調症を読み解く

保健所ボランティア講座、鹿児島大学、志學館大学、

障害者部会、介護事業者連盟、人を大切にする経営学会所属の

経営者、人事、職員などの58団体。


